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本書について 
 

本書は著者が創作活動をしているときに感じた著作権上の疑問点を中心

に、著者独自の調査でまとめたものです。 
 
最新の法令や判例をもとに記述するように努めましたが、記述内容におい

て万一最新の判例解釈と異なるようなことがありましたら、恐れ入りますが、

ご一報ください。適宜反映させてまいります。 
. 
また、著作権問題を論じる場合、商標権や不正競争防止法との関係が重要

になってきます。しかし、本書では「初心者にもわかりやすく」という編集

方針や紙幅の関係により、それらについては十分に論じられていない点をご

理解ください。 
 
上述しましたように内容の正確さには十分配慮しておりますが、本書を利

用したことに起因する損害その他については、いっさい補償等に応じられま

せんのでご了承ください。 
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はじめに 

 
私はフリーライターおよび広告のコピーライターとして７年間仕事してきま

した。今も現役のライターです。これまで雑誌、ネット、新聞、フリーペーパー

などさまざまな媒体に文章を書きました。 
 
ところでこの７年間、何度も疑問に思ったのが著作権の問題です。「他人の文

章を引用したいけれど著作権の侵害になるのか？」「自分が書いた広告コピーの著

作権はどうなっているのか？」 
 
仕事仲間のライターやイラストレーターに著作権について聞いてみると、みな

それぞれ疑問をもちながら、仕事を進めていることも知りました。 
 
そこで、いわゆるクリエーターと呼ばれている人たちに向けて、著作権につい

ての疑問をできるだけわかりやすく説明した本を書いてみたいと思うようになり

ました。そうしてできあがったのが、この「表現する人の著作権」です。 
 

心がけたのは「わかりやすく」と「できるだけ具体的に」ということです。ど

こからでも読めるように、基本的に１ページで完結する形にしています。 
 

本文中、同じ内容を何度か説明したところもあります。それは重要な内容なの

であえてそうしました。 
 

蓬田 修一 
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Ｑ 著作権は登録しないとダメ？ 

Ａ 著作権は著作物をつくれば自動的に発

生します。登録の必要はありません。 
 

 
 
 
 プロ・アマ問わず著作物を創作すれば、著作権は自動的に発生します。印刷物

として出版したり、ウェブサイトにアップしたりする必要もなく、創作した時点

で自動的に発生する権利です。 
 

 自動的に発生しますから、役所や団体に届け出たり、登録する必要もありま

せん。文化庁では著作権の登録を行っていますが、これは著作者の実名や公表日

などを法的に証明したり、著作権が譲渡されたときに第三者に対抗（＝主張）す

るためのものです。文化庁への登録と、著作権という権利の発生とは一切関係が

ありません。 
 
 ところで「第三者への対抗」という法律用語が出てきましたので、少し説明し

ておきましょう。 
 
 たとえば著作権をもっているＡさんが、自分のもっている著作権をＢ社に譲渡

したとします。 
 
 その後Ｃ社からＡさんに対して「あなたのもっている著作権を売ってくれ」と

いわれたのでＡさんはＣ社にも譲渡してしまいました。２重譲渡です。この場合、

Ｂ社とＣ社のうち先に登録を済ませたほうが著作権を主張できます。これを「第

三者への対抗」といいます。 
 

もし、あとから譲渡されたＣ社が先に登録してしまうと、Ｂ社は著作権を主張

できないことになってしまいます。 
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Ｑ ©はつけないとダメ？ 

Ａ なくても著作権は保護されます。 

 

 
 
 

印刷物やウェブサイトなどでは©を頻繁に見かけますが、実は©がなくても著作

権は保護されます。では、どうして©をつけるのでしょうか？ 
 
ひとつは慣習だからです。著作権者たちが「以前からつけていたから、とりあ

えずつけておこう」と、あまり深く考えずに©をつけているということがあると

思います。 
 
もうひとつは著作権者が「これはわたしの作品です！ わたしの著作権を侵害

しないで！」と警告の意味でつけることも多いです。 
 
日本においては、特別の登録や申請をしなくても、著作物を創作した時点で自

動的に著作権が発生します。これを「無方式主義」といいます。 
 
無方式主義においては©をつける必要はありません。しかし、日本以外の国で

は少数ですが無方式主義を採用していない国もあります。そういう国では著作権

の登録を行わないと著作権は保護されません。これを「方式主義」といいます（か

つてアメリカがそうでした）。 
 
そこで「無方式主義」と「方式主義」との間で、著作権の保護について調整す

る必要が出てきました。そのため、1952 年「万国著作権条約」が成立し、©をつ

けることによって、無方式主義の国でも方式主義の国でも、著作権を保護するこ

とにしたのです。 
  
 このように©は日本においては警告以外にあまり意味をなしません。ただし、

ウェブサイトの場合は全世界から見ることができるので、©を表示しておいたほ

うがいいでしょう。 
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Ｑ (R)、TM とはどういう意味？ 

Ａ (R)は商標登録済みであること、TM はト

レードマークであることをあらわします。 

 

 
 
 
 (R)も TM もアメリカで使われているマークです。日本でも使われることがあり

ますが、慣習的に表記されているにすぎず、これらのマークを定める法律は日本

にはありません。 
 
 (R)は「商標登録済み」という意味で、Registration Symbol の略です。企業名

や商品名の後ろに表示されているのをよく見かけます。 
 

では日本で登録済み商標がどう表示されているかというと、「○○○は×××社

の登録商標です」や「登録商標題○○○○○号」という表記がよくされます。 
 
ただし日本の商標法ではこうした表記は義務ではなく、「表示するのが望まし

い」とされているだけです。 
 
一方、TM マークですが、これは Trademark の略です。(R)と同様、アメリカ

での表記方法ですが、(R)と違い TM は商標が登録されている必要はなく、「自社

の商品名である」ということをアピールするためにつけられているものといえる

でしょう。 
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Ｑ 著作権はいつ切れる？ 

Ａ 著作者が死んだ翌年から 50 年後です。 

 

 
 
 
著作物の保護期間は、著作者が死亡した翌年から起算して 50 年間です。その

期間を超えると、著作者の許諾なしに誰でも自由に著作物を利用できるようにな

ります。 
 
この自由に利用できるようになった著作物のことを「パブリック・ドメイン」

（公有物）と呼びます。 
 

たとえば、80 歳まで生きたアーティストが、20 歳のときに作品をつくったと

します。この作品が「パブリック･ドメイン」になるのは、アーティストが 80 歳

で死んで、さらに 50 年後ですから、作品がつくられてから 110 年後ということ

になります。 
 
パブリック・ドメインになるのは「著作者」の死後 50 後です。「著作権者」で

はありませんから注意しましょう。なお、作品が匿名、変名、団体名義で発表さ

れていた場合は、公表の翌年から 50 年後に著作権が切れます。 
 
 著作権が切れた作品は許諾なく使用することができますが、勝手に改変するこ

とは許されません。改変したい場合は、著作者の遺族らに許諾をもらう必要があ

ります。 
 
 また、映画だけは保護期間が長く、公表の翌年から 70 年間です。2004 年にそ

れまでの公表後 50 年間から 70 年間に延びました。延長した理由は、アメリカや

EU 諸国が 90 年代後半に 50 年間から 70 年間に延ばしたからです。日本もこれ

にあわせて延長しました。 
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